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新規処理杵の表面特性がスティッキング現象に及ぼす影響
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【目的】スティッキングは圧縮成形後に錠剤表面の一部が杵側に移り、錠剤に欠

け等を引き起こす現象である。近年スティッキングの回避策として、打錠用杵の

表面に様々な金属加工を施すことでスティッキングの起こりにくい杵の開発が進

められている。これまで、スティッキング現象と各種杵の物理化学的特性は密接

に関係していることを報告してきた。特に、杵表面の粗さが支配的であり、粗さ

の形状も大きく関与していることが示唆された。今回は新規処理杵を用いること

で、これまでの報告の妥当性の検証を行った。 

【方法】標準処方を参考にアセトアミノフェン（ACE）を主薬とする直接圧縮錠を

作製した。打錠は単発式フルオート打錠機により、複数の新規処理杵を用いて打

錠した。スティッキングの評価指標として、打錠後の杵をエタノールで洗浄し、

各種杵への ACE の付着量を定量した。また各種杵の物理化学的特性として、壁面

摩擦角および表面粗さを求めた。なお、壁面摩擦角は一面せん断試験により測定

した。 

【結果・考察】打錠後の各種杵表面の ACE 付着量を調べた結果、杵の表面処理に

よる差が確認された。さらに壁面摩擦角および表面粗さも、金属板の表面処理に

よって、大きく異なる傾向が見られた。そこで、ACE 付着量に対する壁面摩擦角お

よび杵の表面粗さの影響を評価した。その結果、壁面摩擦角および表面粗さが減

少するほど、ACE 付着量の減少する傾向が認められた。特に表面粗さにおいては、

垂直方向の粗さに加えて、水平方向の粗さの重要性が示された。以上より、ACE の

スティッキング現象には、杵の表面処理、表面粗さおよび壁面摩擦角が強く影響

することが示唆された。 


